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四
人

事故なく過ごそう
子どもの命を守る運動を展開

ど
も
の
い
の
ち
を
守
る
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
休
み

は
、
ふ
だ
ん
と
違
つ
た
体
験
を
味
わ
え
る
時
期
で
す
が
、
半
面
、

交
通
事
故
や
水
難
事
故
が
増
え
る
と
と
も
に
、
非
行
の
目
立
つ
と

き
で
す
。
こ
の
夏
休
み
を
、
楽
し
く
有
意
義
に
、
そ
し
て
事
故
な

く
過
ご
す
た
め
、
家
族
ぐ
る
み
で
話
し
合
つ
て
み
ま
し
よ
う
。

青
少
年
の
水
難
事
故

毎
年
、
夏
休
み
に
入
る
と
、
子

μ
も
た
ち
の
い
た
ま
し
い
水
難
事

故
が
あ
と
か
断
ち
ま
せ
ん
。

京
都
府
下
で
の
水
の
犠
牲
者

（
二
十
蒋
？
）
命
振
り
返
っ
て

京都府下･青少年の水死事故(6月1日-8月3I日)
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大
半
が
幼
児
と
小
学
生

見
る
と
、
毎
年
幼
児
と
小
学
生
が

そ
の
大
半
夕
ａ
め
て
い
‘
’
ヂ
。

でペプ園`Ｊ″″″と″

子
芦
石
た
ち
の
水
の
事
故
は
、

ほ
と
ん
ど
が
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
保
護
者
の
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
や
不
注
意
で
起
き
て
い
ま

す
。
親
は
常
に
子
μ
石
の
身
に
な

つ
て
、
居
弊
奮
｀
抜
く
用
心
深

さ
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
青
少
年
対
策
室
）

野
つ
ぼ
・
用
水
路
な
ど
の

転
落
事
故
を
な
く
そ
う

夏
休
み
に
入
る
Ａ
／
子
戸
石
た

ち
は
屋
外
で
遊
ぷ
機
会
が
多
く
な

皇
子
。
畏
り
や
琉
百
な
ど

で
夢
中
に
な
っ
た
場
合
、
野
つ
ぼ

や
農
業
用
水
路
へ
の
転
落
の
危
険

が
あ
り
、
毒
虫
や
農
薬
の
被
害
も

考
葵
公
栞
チ
。

各
家
庭
で
も
、
子
μ
も
た
ち
が

田
畑
へ
入
ら
な
い
よ
う
指
導
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
用
水
路
な
ど
で

野
つ
ぽ
の

点
検
・
安
全
対
策
を

市
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
野
つ

ぼ
の
埋
立
、
倣
用
中
の
も
の
に
は

丈
夫
な
ふ
た
の
設
置
を
呼
叩
か
け

て
い
ま
ず
。
野
つ
ぼ
｀
所
有
さ
れ

７
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
■
：
…
］
て
い
る
農
家
は
、
・
再
度
点
検
・
改

一
危
検
な
野
つ
ぼ
が
多
一
菅
七
て
い
た
だ
哉
す
で
に
整

一
く
残
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
m
m
K
た
も
の
で
も
、
汲
取

万一
ご

讐
モ
ー
宍

口
に
は
カ
ギ
客
恚
な
ペ
ー
層

の
安
全
対
策
を
お
願
い
し
柔
ｙ
。

な
お
、
野
つ
ぼ
な
ど
の
埋
立
と
、

ふ
た
２
瞥
に
は
補
助
制
度
が
あ

り
未
７
．
利
用
ご
希
望
の
人
は
農

林
茶
業
課
ま
で
お
た
ず
Ｑ
ぐ
だ
さ

い
。ご

み
の
ポ
イ
捨
て
を

や
め
ま
し
ょ
う

最
近
、
農
業
用
水
路
、
茶
園
、

畑
な
ど
に
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
が
目
立
ち
未
了
。
農
家
の

み
な
さ
ん
が
困
っ
て
い
‘
’
チ
。
自

分
の
ご
み
は
、
仙
人
に
迷
惑
か
か

け
な
い
よ
う
処
？
蚤
し
ょ
う
。

心
農
林
茶
業
課
）

▼
と
き
・
・
・
７
月
咎
晶
、
午
．

後
工
フ
ル
時
（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ
・
・
大
久
保
自
前
車
教

習
町

〈
催
Ｆ
あ
ん
な
い
〉

Ｏ
映
画
コ
ー
ナ
’
‐
・
・
・
ド
ラ
え
も

ん
の
ま
ん
が
を
通
じ
て
交
通

安
全
を
学
ぶ

・

″
’

主
催

○
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
コ
ド
ナ
ー

ｏ
ま
ち
が
い
さ
が
し
コ
ー
ナ
ー

９
り
く
が
き
コ
ー
ナ
ー

ｏ
レ
秘
劇
コ
ー
ナ
ー

ｏ
自
転
車
交
通
安
全
磐
予
自

転
単
に
乗
れ
る
人
を
対
象
に
。

辱
講
者
に
は
受
講
証
を
交
付
。

○
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

ｏ
南
鄙
小
学
校
児
童
に
よ
る
鼓

笛
隊
・
バ
ト
ン
ガ
ー
ル
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

な
お
、
各
コ
ー
ナ
ー
参
加
者

に
は
粗
品
忿
晋
一
。
ま
た
、
自

転
車
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
人
に

は
無
料
点
検
実
施
。
く
わ
Ｌ
乙

は
、
交
濃
召
腺
（
Ｂ
Ｑ
ｃ
ｒ
w

４
１
）
へ
。

宇
治
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
宇
治
交
通
安
全
協
会

子どもを見れば徐行を

七
月
二
十
日
か
ら
「
夏
の
交
通

安
全
運
勁
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

七
月
と
八
月
は
、
新
学
期
に
次

い
で
器
拳
故
が
多
く
な
る
時
期

で
す
。
と
く
に
、
幼
児
や
小
学
生

の
事
故
が
大
半
か
ｒ
ｙ
め
て
い
床
７
．

暑
さ
と
夏
休
み
の
解
放
賢
召
、

子
芦
石
た
ち
の
注
意
力
が
鈍
Ｓ
＼
が

ち
な
う
え
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
膳
さ

や
疲
労
で
注
意
が
お
ろ
一
’
か
に
な

っ
て
い
豪
ず
。

△
運
転
手
の
み
な
岑
へ
道
路
で

子
戸
石
含
ミ
時
は
、
い
っ
た

ち
び
っ
子
横
丁

７１０－

子どもを

水の事故から

守るために

●保護者のみなさんへ

い
し
し
ど
が
を
を
書
つ
ま

な
ま
を
子
゜
な
間
泳
を
魚
し

゜
せ
し
・
た
る
う
と
時
水
前
や
示

を
ら
に
・
ふ
い
よ
お
る
に
名
泳
を

意
寄
う
や
て
し
ず
帰
対
と
水
本

注
近
よ
く
し
ま
必
と
絶
名
の
手

乱

、
乱
Ｊ
ま
ｔ
’
一
一
一
Ｉ
一
作
恥
如

の
場
よ
さ
各
心
一
注
に
行
に
よ
ず
場
に

い
な
し
離
昶
て
び
ず
も
し
必
な
も

作
惣
辰
″
芒
仲
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口
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一
一
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も
゜
な
よ
所
勇
水
ま
く
し
の
よ
水
う
身
や

転
ど
う
ど
う
険
し
場
’
の
い
行
ま
子
い
の
よ
自
を
゜

の
子
よ
子
よ
危
ま
な
は
も
添
に
め
調
な
も
し
な
ど
う

児
・
・
・
険
に
ど
き
ぎ
か
の
せ
ど
ま
と
な
よ
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交通安全夏休み子ども大会

゛

１
詣

菅

・

言

剔
厄

な
…
…
…

４ ０ １
胆
一

'
ｍ Ｍ
善
2
2県

蜃
脆

翻

゛

…
…
…
ｙ
一

匹

一
・
匹
｀
’

…
…
澗
皿

。
‘ ゛
。
¨
゛
｀
゛
’

■ Ｊ
一
昌
。
。
―
蹟
¨
１
副
難
副
ｉ
■
’
■
’
‐

’
、
。
一

¨ …
…
三
一
…
…
三
一
゛
¨
｀
一
¨
…
…
¨
一
一
一
一
一
¨ Ｓ

¨
否
’
～
ぶ
～
良
ｙ
鎚
影
添
｛
卜
一
’
‐
｛
’
‐
一
※
■
‐
。
’
‘
一
、
｛
’
■
。
。

ｙ
’
い
い

に

’
□
．
ヽ
．
．

膳

」
ノ

ｒ
戸
心
い

心
一
¨
‘“

｀
゛

〈

ｉ
現認

。
’
・
’
″
、

瘤

一

面矩
昌
延
汲
□
９
″
″
ｙ
Ｎ
づ

牽
～
蚤
川Ｊ
゛
／

夏休み

か
両バ

Ｒ

一

一一
・…一一…一●

ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

－
－
－

1
1

－↑調＝＝国一１ １１
１
＝皿閣ｍｍｍｓｍ＝＝皿＝＝

一
団
ｍ川１ １川廓――－＝剛＝＝――＝＝

－１＝ｕ＝川一＝昌＝＝＝－１
１

＝一一一



Ｉ
ｎ
／
｀

ぐ行発日2
1
月７３眸郷圃洋1

9
8りよだ政市治宇嗚県

子
ど
も
映
画
の
貸
出
し

夏
休
み
行
事
に
ご
利
用
を

早
治
市
公
民
館
で
は
、
子
戸
石

向
毒
の
ま
ん
が
映
画
と
劇
映
画
戦

夏
休
み
期
間
中
の
八
月
三
十
日
ま

で
無
料
で
貸
出
１
柔
ｙ
。

子
ご
ゑ
ｙ
な
ど
の
行
事
に
、
Ｑ

利
用
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
個
人
へ

の
貸
出
し
ほ
で
き
ま
せ
ん
。

〈
７
月
2
1
日
・
2
2
日
〉

ｏ
お
や
ゆ
ぴ
姫
ｏ
ヘ
ン
デ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
ｏ
ど
っ
し
昨
一

牟
賓
ろ
ｏ
巣
だ
ち
の
こ
ろ

〈
７
月
2
4
日
～
2
9
日
〉

ｏ
魚
ギ
き
ん
〇
鬼
の
か
た

う
で
ｏ
天
国
に
い
る
お
父
さ

ん
ｏ
こ
う
い
う
人
に
僕
は
な

Ｓ
＼
た
い

〈
７
月
3
1
e
n
-
８
月
５
日
〉

ｏ
テ
レ
パ
ス
ク
マ
’
・
’
・
ラ
ｏ
魔

法
使
い
チ
ャ
ッ
ピ
ー
〇
ぼ
ぐ

の
お
か
あ
さ
ん
ｏ
ダ
ン
プ
母

Ｗ
＾
Ａ
Ｘ
Ｄ
人
の
子
戸
石
た
ち

〈
８
月
７
日
～
1
2
日
〉

ｏ
雪
り
区
土
ｏ
黄
色
い
雨
が

さ
ｏ
北
国
の
ｙ
石
子
ｏ
鬼

が
く
れ
山
の
そ
ぽ
の
花

〈
８
月
1
4
日
1
1
7
ｔ
ｉ
ｌ
〉

ｏ
た
ぬ
き
の
鬼
が
え
し
ｏ
コ

ン
太
と
森
の
仲
間
た
ち
ｏ
海

の
あ
し
た
ｏ
サ
ケ
奎
５
Ｌ
″
Ｑ

家
族

〈
８
月
2
9
日
・
3
0
日
〉

ｏ
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
ｏ

豆
象
武
勇
伝
〇
サ
ー
カ
ス
つ

子
ｔ
ハ
ち
ゃ
ん
〇
雪
の
下
の
し

ず
か
な
お
は
な
し

貸
出
し
の
申
込
み
は
、
宇
治
市

公
民
館
占
石
里
尻
7
1
ト
９
、
ｂ

卯
ま
ａ
ま
老
。

◇

宇
冶
市
公
民
館
に
、
ス
ピ
ー
カ

ト
内
蔵
で
Ｓ
葺
化
言
れ
か
薪
し
い

手
動
式
映
写
機
が
入
り
、
令
蔀
で

四
台
の
映
写
機
の
貸
出
し
？
し
て

い
ま
ず
。

な
お
、
映
写
機
の
貸
出
し
は
、

公
民
館
奢
行
の
操
作
象
評
の
あ
る

人
に
限
ひ
ま
ず
。

（
宇
治
市
公
民
館
） 公民館

募
集

電
話
相
談
の
愛
称

市
で
は
。
深
刻
化
’
ｙ
る
青
少
年

問
題
夕
受
け
て
、
心
の
ふ
れ
あ
い

と
目
立
？
症
が
す
な
の
の
器

相
談
忿
麓
め
濠
ｙ
。
そ
こ
で
。

市
民
の
み
な
’
兄
に
籾
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
愛
称
＊
＊

集
し
津
ｙ
。

こ
の
電
話
相
談
は
、
青
少
年
が

い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
直
面
し
一
人

で
悩
み
苦
に
尤
だ
り
、
父
鸞
孚

ａ
ｊ
≫
>
の
こ
と
で
‘
一
一
っ
て
い
る
と
き

い
名
ま
え
を
７
月
Ｓ
は
ま
で
に
、

教
Ｗ
Ｗ
Ｍ
Ｋ
青
少
年
対
策
室
（
宇

迫
蓉
閃
ａ
⑩
ｌ
ｌ
ｌ
）
へ

は
が
甕
振
話
で
お
寄
せ
ぐ
だ
さ

い
。

。
心
青
少
年
対
策
室
）

案
内

高
血
圧
教
室

高
血
圧
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

か
身
に
つ
け
て
ｓ
。
m
こ
･
Ｐ
v
と
高

血
圧
教
裏
炉
開
か
れ
ま
ず
。

▼
と
章
：
８
月
６
日
、
2
8
E
と

９
月
’
貿
、
い
ず
れ
も
午
後
ｔ
時

～
ｔ
時
▼
と
ら
？
・
宇
治
忽
屏

▼
対
象
・
・
最
高
血
圧
1
4
0
£
ぼ
最

低
血
圧
9
0
以
上
の
患
者
お
ゐ
毛

の
家
族
▼
受
講
料
・
・
・
無
料
▼
申
込

み
↓
父
が
電
話
か
は
が
き
で
宇

治
保
健
町
（
豊
妙
1
1
9
1
）
ま

で
。
（
宇
治
保
健
所
）◇

夏
の
料
理
教
室

Ａ
Ｗ
t
＞
"
t
＞
i
i
i
：
Ｓ
[
ｎ
Ｓ
'
午
後

ｔ
時
か
￥
と
ら
？
・
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
習
内
寮
：
夏

向
き
の
家
辱
錨
▼
講
師
・
・
・
料
理

研
究
家
の
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
受

講
料
・
・
・
無
料
（
な
に
し
材
料
費
と

し
て
器
早
円
が
必
要
）
▼
官
員

・
：
4
0
人
▼
申
込
み
：
器
旱
円
を

添
え
て
、
町
４
治
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
（
ｆ
ｌ
ｇ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
ｒ
Ｈ
ｉ
ｎ
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

◇

く
ら
し
の
資
金夏

期
貸
付

襲
獄
祉
協
議
会
で
は
、
今
年

字
革
居
に
困
っ
て
い
る
廿
槽
を

対
象
に
「
く
ら
し
の
資
金
」
夏
期

貸
付
忿
竹
い
ま
ｙ
。

貸
付
金
額
は
夏
期
と
年
末
兌
－

わ
せ
で
1
0
万
回
丙
。
貸
付
条
件

は
、
無
利
子
、
無
担
保
で
、
４
カ

巨
椋
神
社
の
境
内
－
鉄
筋
二

階
建
の
小
倉
公
民
館
が
、
間
も
な

く
完
成
し
ま
す
。

こ
の
小
倉
公
民
館
は
、
五
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
木
幡
公
民
館
に
引

き
続
い
て
、
地
域
の
文
化
や
活
動

小倉

公民館

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン

の
中
心
と
な
る
施
設
。
住
民
の
み

な
さ
ん
の
強
い
要
望
に
こ
た
え
て

建
設
し
た
も
の
で
す
。

建
設
工
事
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
最
後
の
仕
上
げ
段
階
と
な
っ

て
い
ま
す
。

月
す
え
置
き
の
の
ち
2
0
ヵ
月
の
月

賦
返
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
近
ぐ
の
民
生

香
鯛
亭
几
と
相
談
の
上
、
７
月
R
i

日
か
ら
ａ
月
５
日
ま
で
に
住
民
票

の
写
し
奮
添
え
て
、
詫
福
祉
協

議
会
（
雲
裾
通
り
、
市
役
所
分

庁
舎
内
、
Ｂ
Ｑ
ｉ
ｎ
ｃ
Ｄ
ｉ
ｎ
ｏ
）
へ
申

込
ん
で
ｖ
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、

襲
獄
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、

福
祉
事
務
所
に
あ
抄
ま
ｙ
。
な
お
、

貸
付
ａ
は
、
艮
Ｂ
竹
一
に
な
り
ま

す
。
（
襲
福
祉
協
議
会
）

催
し

市
民
水
泳
教
室

▼
と
さ
・
・
前
期
が
ｔ
-
ｎ
ｒ
ｔ
ｇ
ｉ
ｎ
-

ｓ
は
、
後
期
が
８
月
４
日
～
７
日

１
母
日
午
後
ａ
時
半
～
ａ
時
半
▼

と
Ｑ
？
西
牢
治
公
園
の
市
民
プ

１
ル
▼
対
象
・
二
股
社
会
人
の
初

心
者
▼
―
T
3
0
人
▼
参
加
料
・
：

五
百
円
▼
申
込
み
・
・
参
加
料
忿
Ｓ

え
て
教
育
香
貝
会
父
Ｓ
智
謀
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

訂
正

『
七
月
十
一
日
発

行
の
市
政
だ
よ
り

三
面
の
。
夏
の
省

エ
ネ
計
回
‘
の
中
で
、
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
の
項
目
、
「
▽
プ
ラ
グ
も
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
抜
」
の
次
に
、
「
く
こ

と
・
・
ス
イ
ッ
チ
今
ハ
れ
る
と
」
が

抜
け
て
い
ま
し
た
。

◇

七
月
十
一
日
奢
行
の
市
政
だ
よ

り
夏
休
み
子
芦
も
特
集
の
三
面
、

カ
ス
タ
ー
ド
プ
デ
ィ
ン
グ
の
作
り

方
の
中
で
。
「
①
・
・
・
さ
と
う
と
湯

を
、
・
・
・
ス
プ
ー
ン
λ
ほ
い
ほ
戸
の

水
を
」
と
な
っ
て
い
求
か
。
「
①

・
：
さ
と
ラ
と
ぶ
を
、
・
・
・
ス
プ
ー
ン

ｔ
ぽ
い
ほ
ど
の
湯
を
」
の
誤
り
で

し
た
。
お
わ
び
し
、
訂
正
し
ま
ず
。

ｌ
争
Ｌ
争
Ｌ
φ
１

七
月
五
日
、
咀
旱
ハ
津
南
郷
宇

治
線
の
宇
治
山
王
（
生
長
の
家
か
‘

ら
耽
白
ａ
天
力
瀬
ダ
ム
寄
り
）
で

十
砂
崩
れ
。
竿
治
土
木
工
轍
屏
で

は
、
復
旧
の
た
め
府
道
裴
几
月
六

日
ま
で
全
回
通
行
止
に
Ｌ
篆
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
政
だ
よ
り
の
子

ど
も
夏
休
み
特
集
で
募
集
し
奔
し

た
ミ
の

時
間
が
倉
更
に
な
り
ま
ず
。
喜
撰

山
発
電
所
や
長
谷
山
清
掃
工
場
へ

は
、
。
城
陽
市
青
谷
方
面
に
う
回
し

ま
ゐ
で
、
解
散
時
間
が
午
唐
二

時
半
ご
ろ
に
な
旦
子
。

な
お
、
市
で
は
、
簡
単
な
昼
食

を
用
意
ず
る
こ
と
に
し
て
い
ま
丁
一
。

宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ゴ
ー
ル
前
の
せ
ひ
合
い
の
中

か
ら
、
す
る
ど
い
キ
ッ
ク
で
シ

ュ
ー
ト
・
：
：
今
鴎
は
、
サ
ッ
カ

ー
の
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
し
よ

◇

（
貧
遭
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ｙ

活
塑
屏
は
蒐
漠
竺
小
学

校
で
、
冤
福
豆
小
学
校
や
蒐

章
小
学
校
の
少
年
た
ち
が
多
く

所
属
し
て
い
ま
ず
。
練
習
ぱ
日

曜
日
の
午
前
中
と
ぶ
曜
日
の
放

課
後
で
’
A
J
v
ｌ
ｉ
＾
曜
は
少
年

た
ち
が
自
ｔ
ｆ
ｉ
Ｓ
Ｕ
ｆ
ｆ
ｉ
Ｓ
し
て
い

ま
す
。連

絡
は
江
口
管
翼
λ
（
⑩

９
７
８
４
）
へ
。

〈
鳳
凰
サ
ッ
ｙ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
〉

毎
週
土
曜
日
の
午
後
三
時
か

ら
五
時
ま
で
と
、
日
曜
日
の
午

前
中
、
菟
道
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
練
習
し
て
い
ま
ｙ
。
サ

″
カ
ー
が
好
き
な
小
学
生
、
中

学
生
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
ク
ラ

ブ
員
に
な
れ
ま
ず
。

連
絡
は
山
田
洋
司
’
兄
（
⑩

１
８
３
９
）
へ
。

〈
神
明
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
〉

神
明
小
学
校
区
、
大
開
小
学

校
区
の
小
学
校
三
年
ま
？
Ｍ
｝
Ｌ

学
校
三
年
生
ま
で
の
少
年
が
活

動
し
て
い
ま
ず
。
箆
易
は
？

明
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ｖ
ｙ
ｆ
ｆ
ｌ

週
土
曜
日
の
午
後
二
時
か
ら
四

時
ま
で
と
、
日
曜
日
の
午
前
几

時
半
か
ら
正
午
ま
で
練
習
し
て

い
ま
ず
。
こ
の
少
年
団
か
ら
育

っ
た
高
校
生
が
、
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
少
年
た
ち
の
指
導
を

し
て
い
未
了
。

連
絡
は
小
…
‘
魯
嗣
”
λ
（
＠

6
4
1
1
）
へ
。

ａ
鳥
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
〉

③

槙
島
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

奎
冨
こ
誓
里
曜
日
の
午
殴

二
時
か
ら
五
時
ま
で
Ａ
ｆ
ｍ
曜

日
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

活
動
を
展
開
し
て
い
‘
’
チ
。
団

員
と
ｔ
<
れ
る
の
は
、
小
学
校
三

年
生
以
上
で
す
。
現
在
ク
ラ
ブ

員
は
三
十
五
人
で
す
が
、
今
後

の
飛
躍
が
期
待
１
簒
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
罵

‘

刀
゛゛゛゛゛

ｔ
｀″｀

一一
｀
ｅ

゛゛皿゛｀゛｀｀を゛｀
一
゛皿゛゛｀

一
｀心゛｀Ｓ゛一

ゴールめざしてキック

サッカースポーツ少年団

連
絡
は
石
貫
哲
也
さ
ん
（
ｓ
一

５
３
７
３
）
へ
。
一

〈
＝
一
室
戸
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ー

少
年
団
〉
・

癌
習
曜
日
の
午
前
中
、
平

室
戸
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
・

練
習
し
て
い
ま
ず
。
―
漑
し

て
練
習
し
て
い
る
少
年
た
ち
は
、

三
室
戸
小
学
校
区
や
岡
屋
小
学

校
区
の
小
学
校
四
年
牛
ほ
上
の

そ
＼
m
j
す
。
人
の
和
＊
>
Ｋ
Ｂ

に
す
る
人
間
づ
ぐ
ぴ
が
、
活
動

の
主
な
目
的
で
す
。

連
絡
呟
迢
墜
饗
λ
（
ｓ

２
ａ
０
６
）
へ
。

〈
巨
棟
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ｙ

北
小
照
西
小
倉
、
隋
小
倉

の
各
校
区
の
少
年
が
、
北
小
倉

小
学
校
劣
讐
易
に
語
前
し
て

い
ま
ず
。
活
動
碇
礎
恒
ハ
曜
ぼ
。

木
曙
ほ
十
曜
日
の
放
課
後
で

す
。
本
団
で
昧
孚
チ
ー
ム
も

編
成
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
好

き
９
孕
も
募
果
。

連
絡
は
和
田
義
孝
さ
ん
（
⑩

５
６
７
４
）
へ
。

◇

ゴ
ー
ル
忿
日
ざ
し
て
ボ
ー
ル

を
け
っ
ア
み
ま
せ
ん
か
。

各
サ
ぶ

団
で
は
、
少
年
少
女
の
み
な
さ

ん
の
加
入
柴
ま
っ
て
い
‘
’
チ
。

（
社
合
一
教
育
課
）

（
６101

市
で
は
市
内
三
ヵ
所
に
老
人

園
芸
ひ
ろ
ぽ
を
開
設
し
、
野
菜
!
!
ｉ

昨
一
や
瓦
盲
を
楽
に
λ
で
い
た
だ

い
て
い
ま
ず
。

こ
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぽ
は
。
六

十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
無
料
で

お
貸
し
ず
る
も
の
で
、
土
地
か
耕

す
こ
と
で
健
屡
石
苔
、
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
ず
。

と
こ
ろ
で
、
伊
勢
田
町
に
も
老

Ｌ
薗
芸
ひ
ろ
ぽ
が
八
月
中
旬
に
開

園
す
る
予
定
で
ず
。
こ
の
十
珊
は
。

伊勢田

伊
勢
田
町
の
内
川
寿
太
郎
岑
ん
の

所
有
地
を
ご
好
意
で
市
が
借
ａ
受

け
る
も
の
や
ず
。

新
し
い
老
人
園
芸
ひ
λ
ぽ
は
伊

鸚
田
町
毛
語
一
三
七
に
あ
り
、
一

区
画
一
（
‥
平
方
μ
の
約
友
）
区
画
。

付近の
略図

―
Ｉ
Ｉ

老
人
圓
芸
ひ
ろ
ば
が
新
設

利
用
者
を
募
集

利
用
で
４
る
期
間
は
、
五
土
〈
年

八
月
中
旬
か
ら
垂
九
年
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。

▽
利
用
で
き
る
人

満
六
十
歳
以
上
（
四
月
一
日
現

在
）
の
お
年
寄
り
で
、
宇
冶
市

Ｓ
４ト

ｙ

に
住
民
登
録
言
れ
て
い
る
人
。

な
お
、
他
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぽ

忿
罰
Ｗ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

▽
応
募
の
方
法

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
印
か
ん

を
持
っ
て
福
祉
吏
｀
所
福
粉
鍾
一

へ
必
ず
本
人
が
申
請
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
申
請
で
去
る
の
は
、
一

怜
柳
に
つ
き
一
人
の
お
年
寄
り
。

な
お
、
申
し
込
み
か
多
い
場
合

は
、
抽
選
に
よ
っ
て
決
め
ま
す
。
（
福
祉
課
）
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